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 6 月下旬、奥秩父・乾徳山 (ｹﾝﾄｸｻﾝ)（ 2031

ｍ）に出かけた。塩山にある武田信玄家の

菩提寺・恵林寺の山号が乾徳山。乾徳山は、

この恵林寺の開祖・夢想国師が修行した山

といわれる。  

塩山からタクシー乗り合わせで 9 時半、

乾徳山登山口到着。鳥居をくぐり、昼なお

暗いスギ林の中の登りが始まる。銀晶水を

過ぎた頃から、雑木林に変わり、岩ゴロゴ

ロの急登が続く。10 時 20 分、錦晶水到着。

冷たくて水量豊富な水場で一休み。  

 この辺から傾斜も緩み、ササとカラマツ

の気持ち良い草原散歩となる。咲き乱れる

ア ヤ メ の 紫 色 と レ ン ゲ ツ ツ ジ の ピ ン ク 色

が目に鮮やかである。  

 国師ヶ原の四差路を過ぎ、草原が終わり、

ザレ場を一登りして 11 時 40 分、主稜線に

跳び出した。ここを扇平という。見晴らし

が良く、先客 5～ 6 人が座りこんで弁当を

拡げていた。  

 

後は、道満尾根の分岐を見送り、見晴らし

の な い コ メ ツ ガ や シ ラ ビ ソ の 樹 林 帯 の 尾

根道。岩塊を左に右に縫いながら、次第に

高度を稼 いでいく。そして、いよいよ岩稜

帯が始 まる。 15ｍ 程の 鎖のあ る念 仏 岩は、

足 が か り が し っ か り し て い て 難

な く 乗 り 越 え る 。 山 頂 直 下 の 天

狗 岩 は 、 あ た か も 本 を 開 い て 立

てたような 15ｍ程の垂直の岩場

で 、 手 が か り 足 が か り が ほ と ん

ど 無 く 、 ひ た す ら 鎖 に す が っ て

腕力で登った。  

12 時

半、乾徳山頂。巨岩の重なり合う狭い山頂

は、ま さに天 空に 突き 出た展 望台 で ある。

正面に 居座る 黒金 山の かなた に国 師 ヶ岳、

金峰山。東には奥秩父から大菩薩、遠くは

奥多摩の峰々。南には富士山に続いて南ア

ル プ ス が 霞 ん で

見えた。  

 厚 か ま し く も

頂 上 の 要 所 を 占

領して、我が物顔

に 眺 望 を 楽 し み

な が ら 昼 食 休 憩

をとった 。  

 帰りは、朝来た

道 と 同 じ 道 を 辿

ったが、何ヵ所も

の 鎖 場 で オ バ サ

ン グ ル ー プ を 待 つ の に す っ か り 時 間 を 取

られ、乾徳山登山口帰着が 15 時 40 分。次

のバスを待つ間、ご多分に洩れず、バス停

前の乾徳公園 の草っ原に座りこんで、賑や

かにビールパーティーと相成った。  

奥秩父 乾徳山－樹林と草原と岩峰と－ 

 

 

国 師 ヶ 原 か ら の 乾 徳 山 (秋 )  

天 狗 岩  

レ ン ゲ ツ ツ ジ の 国 師 ヶ 原  

乾 徳 山 頂  


